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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第64期

第２四半期
連結累計期間

第65期
第２四半期
連結累計期間

第64期

会計期間
自 平成25年２月１日

至 平成25年７月31日

自 平成26年２月１日

至 平成26年７月31日

自 平成25年２月１日

至 平成26年１月31日

売上高 （百万円） 11,344 11,834 21,858

経常利益 （百万円） 386 537 304

四半期（当期）純利益 （百万円） 294 357 257

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 313 368 357

純資産額 （百万円） 11,513 11,882 11,556

総資産額 （百万円） 20,485 19,982 19,813

１株当たり四半期（当期）純
利益金額

（円） 13.81 16.73 12.07

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 56.2 59.4 58.2

営業活動によるキャッシュ・
フロー

（百万円） 129 332 744

投資活動によるキャッシュ・
フロー

（百万円） △300 △209 △208

財務活動によるキャッシュ・
フロー

（百万円） △718 △422 △1,320

現金及び現金同等物の四半期
末（期末）残高

（百万円） 3,044 2,845 3,147
 

 

回次
第64期

第２四半期
連結会計期間

第65期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年５月１日

至 平成25年７月31日

自 平成26年５月１日

至 平成26年７月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 9.50 7.96
 

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生したリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 
(1)　業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策・金融政策の効果により企業収益や雇用・所

得環境の改善が進むなど、緩やかな回復基調が継続いたしました。一方で消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の

反動により、個人消費などに一部弱い動きもみられ、不透明な状況で推移いたしました。

このような情勢のもと、当社グループは、企業・社会のコミュニケーションに幅広く貢献できるよう、徹底した

構造改革に取り組み、お客様との強固な信頼関係の構築を図るとともに、品質保証体制の強化および製造原価の低

減に努めてまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は118億34百万円（前年同期比4.3％増）、営業利益は４億83百万

円（前年同期比45.4％増）、経常利益は５億37百万円（前年同期比39.1％増）、また、市道拡幅による奈良新庄工

場の二度に渡る土地収用に伴い、固定資産売却益20百万円、移転補償金36百万円、固定資産売却損22百万円を計上

したことなどにより、四半期純利益は３億57百万円（前年同期比21.2％増）となりました。

 
セグメント別の業績は、次のとおりであります。

（封筒事業）

電力会社向け請求書用封筒の減少などがありましたが、商品仕入の強化やデザイン提案による関連商品の増加、

臨時給付金案件や官公庁関連受注の獲得、金融機関向け現金袋の増加などにより、売上高は95億42百万円（前年同

期比3.3％増）となりました。損益面では、増収に伴い時間外手当や運搬費が増加いたしましたが、固定経費の削減

に努め、営業利益は３億81百万円（前年同期比32.2％増）となりました。

 
（メーリングサービス事業）

総合提案力の強化に取り組み、企業の販売促進に伴うアウトソーシング案件の獲得に努めたほか、臨時給付金関

連業務の受託などもあり、売上高は13億39百万円（前年同期比3.3％増）となりました。損益面では、不採算案件の

見直しや固定経費の削減に努めたことなどにより、営業利益は69百万円（前年同期比22.1％増）となりました。

 
（その他）

情報システム事業が堅調に推移し、また子会社における封入機の大型案件などもあり、売上高は９億52百万円

（前年同期比17.1％増）、営業利益は31百万円（前年同期は営業損失14百万円）となりました。
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(2)　財政状態の分析

（総資産）

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ１億68百万円増加して199億82百万円となりま

した。これは主に、有利子負債の返済により現金及び預金が減少した一方で、増収に伴い受取手形及び売掛金や電

子記録債権が増加したことなどによるものであります。

 
（負債）

当第２四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ１億57百万円減少して80億99百万円となりまし

た。これは主に、仕入増に伴い支払手形及び買掛金が増加した一方で、有利子負債が減少したことなどによるもの

であります。

 
（純資産）

当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ３億25百万円増加して118億82百万円となりま

した。これは主に、利益剰余金の増加によるものであります。

なお、自己資本比率は同1.2ポイント上昇して59.4％となりました。

 
(3)　キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ３億

１百万円減少して28億45百万円となりました。

 
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金の収入は３億32百万円（前年同期比157.3％増）となりました。これは主に、資金の増加要因

として税金等調整前四半期純利益５億68百万円、減価償却費２億95百万円、仕入債務の増加額１億18百万円、移転

補償金の受取額36百万円、資金の減少要因として売上債権の増加額５億31百万円、長期未払金の減少額１億13百万

円などによるものであります。

 
（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金の支出は２億９百万円（前年同期は３億円の支出）となりました。これは主に、資金の増加

要因として有形固定資産の売却による収入57百万円、資金の減少要因として有形固定資産の取得による支出２億10

百万円、信託受益権の増加額37百万円などによるものであります。

 
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金の支出は４億22百万円（前年同期は７億18百万円の支出）となりました。これは、短期借入

金の純減少額55百万円、長期借入金の返済による支出２億84百万円、ファイナンス・リース債務の返済による支出

41百万円、配当金の支払額41百万円によるものであります。
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(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）の事業上及び財務上の対処すべ

き課題に重要な変更及び新たに生じた課題はありません。

 
(5)　研究開発活動

当社の研究開発活動は、既存の設備、製品の改良にかかる経常的な活動であるため、研究開発費の金額は記載し

ておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 76,000,000

計 76,000,000
 

 
② 【発行済株式】

　

種類

第２四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成26年７月31日)

提出日現在

発行数(株)

(平成26年９月10日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 21,458,740 21,458,740
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は1,000株
であります。

計 21,458,740 21,458,740 － －
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 
 
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

 
(百万円)

資本金残高

 
(百万円)

資本準備金

増減額

(百万円)

資本準備金

残高

(百万円)

平成26年５月１日～
平成26年７月31日

― 21,458,740 ― 1,197 ― 1,363
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(6) 【大株主の状況】

平成26年７月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

イムラ封筒社員持株会 大阪市中央区内本町二丁目１番13号 1,872 8.72

井　村　達　男 奈良県葛城市 870 4.05

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区丸の内1-3-3 837 3.90

井　村　　　優 奈良県橿原市 795 3.70

有限会社ケイ・アンド・アイ　
コーポレーション

奈良県葛城市柿本198 770 3.59

阪　田　和　弘 鳥取県鳥取市 765 3.56

井　村　守　宏 奈良県葛城市 754 3.51

有限会社アイ・エム興産 奈良県葛城市柿本147 717 3.34

井　村　美　和 奈良県橿原市 560 2.60

井　村　光　一 奈良県葛城市 536 2.49

計 ― 8,478 39.51
 

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成26年７月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）  

－ －
　普通株式 101,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 21,341,000 21,341 －

単元未満株式 普通株式 16,740 － －

発行済株式総数  21,458,740 － －

総株主の議決権  － 21,341 －
 

(注)１ 「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権１個）含ま

れております。

２ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式533株が含まれております。

 
② 【自己株式等】

平成26年７月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）      

株式会社イムラ封筒
大阪市中央区内本町
二丁目１番13号

101,000 － 101,000 0.47

計 － 101,000 － 101,000 0.47
 

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年５月１日から平成

26年７月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年２月１日から平成26年７月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、仰星監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成26年１月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年７月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,302 3,005

  受取手形及び売掛金 ※2  3,245 ※2  3,653

  電子記録債権 354 484

  商品及び製品 452 516

  仕掛品 241 203

  原材料及び貯蔵品 422 390

  その他 1,360 1,495

  貸倒引当金 △13 △14

  流動資産合計 9,366 9,735

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,719 1,668

   機械装置及び運搬具（純額） 1,900 1,820

   土地 4,303 4,243

   その他（純額） 362 480

   有形固定資産合計 8,286 8,213

  無形固定資産   

   その他 56 58

   無形固定資産合計 56 58

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,362 1,380

   その他 768 612

   貸倒引当金 △26 △18

   投資その他の資産合計 2,104 1,974

  固定資産合計 10,447 10,246

 資産合計 19,813 19,982

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 3,051 3,169

  短期借入金 1,000 945

  1年内返済予定の長期借入金 536 514

  未払法人税等 42 67

  賞与引当金 295 276

  その他 1,102 1,228

  流動負債合計 6,028 6,202

 固定負債   

  長期借入金 954 690

  退職給付引当金 216 243

  役員退職慰労引当金 410 407

  資産除去債務 94 93

  その他 553 462

  固定負債合計 2,228 1,897

 負債合計 8,257 8,099
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成26年１月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年７月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,197 1,197

  資本剰余金 1,363 1,363

  利益剰余金 8,668 8,982

  自己株式 △25 △25

  株主資本合計 11,203 11,518

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 337 346

  その他の包括利益累計額合計 337 346

 少数株主持分 15 17

 純資産合計 11,556 11,882

負債純資産合計 19,813 19,982
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年２月１日
　至 平成25年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年２月１日
　至 平成26年７月31日)

売上高 11,344 11,834

売上原価 8,935 9,318

売上総利益 2,409 2,516

販売費及び一般管理費 ※1  2,076 ※1  2,032

営業利益 332 483

営業外収益   

 受取利息 5 0

 受取配当金 21 21

 売電収益 － 0

 その他 51 45

 営業外収益合計 79 67

営業外費用   

 支払利息 15 9

 売電費用 － 0

 その他 10 3

 営業外費用合計 25 14

経常利益 386 537

特別利益   

 固定資産売却益 0 20

 投資有価証券売却益 38 －

 移転補償金 － 36

 特別利益合計 38 56

特別損失   

 固定資産売却損 0 22

 固定資産除却損 2 2

 投資有価証券売却損 1 －

 特別損失合計 4 24

税金等調整前四半期純利益 420 568

法人税、住民税及び事業税 78 57

法人税等調整額 50 151

法人税等合計 129 208

少数株主損益調整前四半期純利益 290 359

少数株主利益又は少数株主損失（△） △4 2

四半期純利益 294 357
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年２月１日
　至 平成25年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年２月１日
　至 平成26年７月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 290 359

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 24 8

 繰延ヘッジ損益 △1 －

 その他の包括利益合計 23 8

四半期包括利益 313 368

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 318 366

 少数株主に係る四半期包括利益 △4 2
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年２月１日
　至 平成25年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年２月１日
　至 平成26年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 420 568

 減価償却費 291 295

 のれん償却額 3 3

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 △6

 賞与引当金の増減額（△は減少） 7 △18

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 20 27

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △39 △3

 受取利息及び受取配当金 △27 △22

 デリバティブ評価損益（△は益） △11 △1

 投資有価証券売却損益（△は益） △36 －

 支払利息 15 9

 移転補償金 － △36

 売上債権の増減額（△は増加） △614 △531

 たな卸資産の増減額（△は増加） △42 5

 仕入債務の増減額（△は減少） 311 118

 長期未払金の増減額（△は減少） △120 △113

 その他 △47 21

 小計 131 315

 利息及び配当金の受取額 25 22

 利息の支払額 △15 △9

 法人税等の還付額 6 0

 法人税等の支払額 △17 △32

 移転補償金の受取額 － 36

 営業活動によるキャッシュ・フロー 129 332

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △331 △210

 有形固定資産の売却による収入 0 57

 無形固定資産の取得による支出 △1 △13

 投資有価証券の取得による支出 △1 △8

 投資有価証券の売却による収入 155 －

 投資有価証券の償還による収入 1 15

 定期預金の増減額（△は増加） 6 △6

 信託受益権の増減額（△は増加） △131 △37

 敷金及び保証金の回収による収入 1 6

 その他 1 △12

 投資活動によるキャッシュ・フロー △300 △209

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △450 △55

 ファイナンス・リース債務の返済による支出 △13 △41

 長期借入れによる収入 100 －

 長期借入金の返済による支出 △355 △284

 配当金の支払額 △0 △41

 財務活動によるキャッシュ・フロー △718 △422

現金及び現金同等物に係る換算差額 － △1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △889 △301

現金及び現金同等物の期首残高 3,934 3,147

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  3,044 ※1  2,845
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

１  偶発債務

下記の会社に対して、手形債権売却に伴う買戻し義務があります。

 

前連結会計年度
(平成26年１月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年７月31日)

ファンタスティック・ファンディン
グ・コーポレーション

262百万円
ファンタスティック・ファンディン
グ・コーポレーション

278百万円
 

 

※２  手形割引高

 

 
前連結会計年度
(平成26年１月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年７月31日)

受取手形割引高 2百万円 4百万円
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年２月１日
 至 平成25年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年２月１日
 至 平成26年７月31日)

運賃及び荷造費 407百万円 444百万円

給与 795百万円 764百万円

賞与引当金繰入額 106百万円 109百万円

退職給付費用 55百万円 53百万円

役員退職慰労引当金繰入額 12百万円 11百万円

貸倒引当金繰入額 3百万円 1百万円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自  平成25年２月１日
  至  平成25年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成26年２月１日
  至  平成26年７月31日)

現金及び預金勘定 3,216百万円 3,005百万円

預入期間が３か月を超える定期性預金 △172百万円 △159百万円

現金及び現金同等物 3,044百万円 2,845百万円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間（自 平成25年２月１日 至 平成25年７月31日）

１  配当金支払額

該当事項はありません。

 

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間（自 平成26年２月１日 至 平成26年７月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

1株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成 26 年 4 月 24
日　　定時株主総
会

普通株式 42 2.00 平成26年1月31日 平成26年4月25日 利益剰余金

 

 

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自 平成25年２月１日 至 平成25年７月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３封筒事業

メーリング
サービス事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 9,233 1,297 10,530 813 11,344 － 11,344

  セグメント間の内部売上高
又は振替高

36 0 36 54 91 △91 －

計 9,270 1,297 10,567 868 11,435 △91 11,344

セグメント利益又は損失（△） 288 57 345 △14 330 1 332
 

(注) １  その他には、以下の事業が含まれております。

コンピュータ及び周辺機器類の販売、ソフトウエアの開発

医療機関用印刷物の製造販売及び医療機関用諸物品の販売

不織布製の封筒・造園資材等の製造販売並びに機械部品等の輸出入

機械器具の自動制御装置及び電子回路の設計製造販売

２  セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引の消去であります。

３  セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自 平成26年２月１日 至 平成26年７月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３封筒事業

メーリング
サービス事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 9,542 1,339 10,882 952 11,834 － 11,834

  セグメント間の内部売上高
又は振替高

36 0 36 66 102 △102 －

計 9,578 1,339 10,918 1,018 11,937 △102 11,834

セグメント利益 381 69 451 31 482 1 483
 

(注) １  その他には、以下の事業が含まれております。

コンピュータ及び周辺機器類の販売、ソフトウエアの開発

医療機関用印刷物の製造販売及び医療機関用諸物品の販売

不織布製の封筒・造園資材等の製造販売並びに機械部品等の輸出入

機械器具の自動制御装置及び電子回路の設計製造販売

２ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引の消去であります。

３ セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成25年２月１日
  至  平成25年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成26年２月１日
  至  平成26年７月31日)

１株当たり四半期純利益金額 13円81銭 16円73銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(百万円) 294 357

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 294 357

普通株式の期中平均株式数(株) 21,357,207 21,357,207
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
 
 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成26年９月５日

株式会社イムラ封筒

取締役会  御中

 

仰星監査法人
 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士   德   丸   公   義   印

 

 

業務執行社員  公認会計士   田　　邉   太　　郎   印
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社イムラ

封筒の平成26年２月１日から平成27年１月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成26年５月１日から平

成26年７月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成26年２月１日から平成26年７月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社イムラ封筒及び連結子会社の平成26年７月31日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 

 

EDINET提出書類

株式会社イムラ封筒(E00688)

四半期報告書

20/20


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第２四半期連結累計期間

	(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

